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研
究
発
表
要
旨

死
海
写
本
を
め
ぐ
る
一

話
題

一、

O
の

山
　
崎
　
保
　
興

　
始
め
に
一
「
死
海
写
本
」
と
い
う
初
期
の
呼
称
は
（
必
ず
し
も
写

本
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
〉
咋
今
で
は
専
ら
「
死
海
文
書
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
若
年
の
頃
か
ら
の
慣
行
で
こ
の
呼

称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
そ
も
そ
も
は
エ
レ
ア
ザ
ル
・
ス
ケ
エ
…

ク
の
「
塩
の
海
の
巻
物
」
と
の
命
名
に
磁
来
す
る
。
そ
れ
が
欧
米

人
の
慣
用
で
「
死
海
の
巻
物
」
と
な
り
、
更
に
は
「
死
海
写
本
（
文

書
＞
」
と
な
っ
た
。
以
下
発
表
当
田
に
掲
げ
た
項
目
の
順
序
に
従
い
、

そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て
お
き
た
い
。

一
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

い
っ
た
い
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
は
何
を
欝
う
の
か
、
要
す
る
に
死

海
写
本
の
公
關
が
異
常
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
事
の
原
閃
で

あ
る
が
、
当
初
第
一
洞
穴
か
ら
発
見
さ
れ
た
七
巻
の
巻
物
は
一
九

五
三
年
ま
で
に
活
字
に
転
記
・
翻
訳
さ
れ
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
国
襟
編
集
チ
…
ム
（
代
表
者
ロ
ー
ラ
ン
・
ド
・
ヴ
ォ
ー
）

は
D
・
」
・
D
（
U
陣
ω
O
O
〈
Φ
鼠
①
ω
O
h
夢
Φ
冒
α
Φ
跡
U
Φ
ω
Φ
洋
〉
シ
リ
ー

ズ
を
次
々
と
公
刊
、
第
五
巻
（
｝
九
七
三
）
ま
で
は
順
調
に
進
ん

だ
が
、
一
九
七
一
年
ド
・
ヴ
ォ
ー
死
後
作
業
は
遅
滞
し
始
め
る
。

そ
も
そ
も
第
　
洞
穴
発
見
以
来
ヨ
ル
ダ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
の
競

合
は
激
し
く
、
折
か
ら
第
一
次
中
東
戦
争
勃
発
、
ド
・
ヴ
ォ
ー
は

当
初
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
介
入
に
反
簸
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
学
者
を
排

除
、
と
書
う
よ
り
も
国
際
チ
ー
ム
は
専
ら
彼
の
息
の
か
か
っ
た
ド

ミ
ニ
コ
会
系
の
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
ビ
ブ
リ
ク
（
東
エ
ル
サ
レ
ム
〉

の
メ
ン
バ
…
を
主
体
と
し
て
い
た
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
。
問
題
は
主
と
し
て
第
四
洞
穴
細
土
の
い
わ
ゆ
る
4
Q
M
M
T

に
関
わ
る
。
こ
れ
は
元
来
巻
物
の
体
を
為
さ
な
い
断
片
群
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
の
整
理
・
解
読
に
は
非
常
な
手
数
も
時
間
も
か
か
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
長
年
月
と
な
る
と
次

第
に
物
議
を
か
も
す
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
七
年
写
本
発
見
三
十

周
年
の
頃
か
ら
批
判
の
声
が
上
り
始
め
、
一
九
八
五
年
以
後
B
A
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R
（
し
d
魯
ぎ
巴
〉
『
o
冨
Φ
o
δ
聯
q
《
図
Φ
≦
Φ
≦
）
編
集
長
ハ
ー
シ
ェ
ル
・

シ
ャ
ン
ク
ス
が
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
て
か
ら
事
柄

は
一
挙
に
世
界
的
に
拡
大
し
た
。
こ
の
間
イ
ガ
エ
ル
・
ヤ
デ
ィ
ン

が
単
独
で
「
神
殿
の
巻
物
」
を
公
刊
し
た
（
一
九
七
七
）
こ
と
も

あ
っ
て
4
Q
M
M
T
の
遅
れ
が
い
っ
そ
う
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
担
当
チ
ー
ム
の
長
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
ラ
グ
ネ
ル
の
不
用
意

な
自
動
が
事
態
の
悪
化
に
拍
車
を
か
け
、
一
九
九
〇
年
そ
の
反
ユ

ダ
ヤ
的
発
書
を
機
と
し
て
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら

漸
く
イ
ス
ラ
エ
ル
当
局
が
主
導
権
を
握
り
、
新
任
考
古
局
長
ア

ミ
…
ル
・
ド
ロ
…
リ
ー
が
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
～
挙
に
五
三
名

に
増
員
し
て
作
業
の
促
進
を
図
り
、
一
九
九
四
年
に
至
っ
て
4
Q

M
M
T
を
含
む
D
・
J
・
D
の
第
十
巻
が
公
刊
さ
れ
、
騒
ぎ
は
ひ

と
ま
ず
一
段
落
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
、
4
Q
M
M
T

　
そ
の
問
題
の
M
M
T
（
ミ
ク
ツ
ォ
ッ
ト
・
マ
ァ
セ
i
・
ハ
ト
ー

ラ
…
）
は
漸
く
｝
九
八
四
年
に
全
一
一
四
行
の
内
六
行
分
だ
け
が

公
表
さ
れ
た
が
、
ま
こ
と
に
大
山
鳴
動
ね
ず
み
一
匹
の
感
が
あ
っ

た
。
　
一
九
九
一
年
に
な
っ
て
ハ
ー
シ
ェ
ル
・
シ
ャ
ン
ク
ス
は
第
四

洞
穴
か
ら
の
未
発
表
文
書
を
『
未
発
表
死
海
文
書
の
試
作
版
貼
と

し
て
出
版
し
た
が
、
実
は
こ
れ
は
ヒ
ブ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
・
カ
レ
ッ

ジ
の
B
・
ヴ
ァ
ホ
ル
ダ
ー
と
M
・
ア
ベ
ッ
グ
が
、
以
前
に
国
際
チ
ー

ム
が
作
製
し
て
い
た
コ
ン
コ
…
ダ
ン
ス
に
基
づ
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
駆
使
し
て
全
本
文
を
再
構
成
し
た
も
の
で
、
後
に
直
接
本

文
解
読
の
た
め
に
労
苦
し
て
来
た
エ
リ
シ
ャ
・
キ
ム
ロ
ン
の
提
訴

に
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
高
裁
か
ら
賠
償
判
決
を
受
け
る
破
臼
に
な

る
。
と
も
あ
れ
こ
れ
ら
様
々
な
四
囲
の
状
勢
に
押
さ
れ
、
国
際
チ
ー

ム
も
遂
に
4
Q
M
M
T
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
た
（
一
九
九
四

年
）
。
こ
の
、
ト
…
ラ
ー
に
属
す
る
幾
つ
か
の
規
則
し
は
本
質
的
に

ク
ム
ラ
ン
宗
団
の
基
盤
文
書
と
見
な
さ
れ
、
内
容
は
暦
・
規
則
・

結
語
と
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
紙
数
の
関
係
か
ら
詳
細
は
省
略

す
る
が
、
こ
こ
か
ら
ク
ム
ラ
ン
宗
園
サ
ド
カ
イ
説
も
登
場
す
る
（
M

M
T
の
法
規
と
ミ
シ
ュ
ナ
i
、
タ
ル
ム
ー
ド
等
ラ
ビ
文
献
と
比
較
、

そ
こ
か
ら
サ
ド
カ
イ
的
傾
向
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
）
こ
と
に

な
る
。

三
、
神
殿
写
本

最
後
に
い
わ
ゆ
る
「
神
殿
写
本
」
に
つ
い
て
若
干
の
こ
と
を
記
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し
て
終
わ
り
た
い
。
「
神
殿
の
巻
物
（
メ
ギ
ラ
ッ
ト
・
ハ
ミ
ク
ダ
ッ

シ
ュ
）
」
は
イ
ガ
エ
ル
・
ヤ
デ
ィ
ン
の
命
名
に
よ
る
。
か
つ
て
「
塩

の
海
の
巻
物
」
が
草
加
レ
ア
ザ
ル
・
ス
ケ
ニ
ー
ク
の
命
名
で
あ
っ

た
よ
う
に
。
親
子
二
代
に
わ
た
る
巻
物
と
の
因
縁
は
深
く
、
そ
れ

だ
け
で
優
に
一
つ
の
長
編
物
語
が
書
け
る
程
の
も
の
が
あ
る
が
、

終
始
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
古
物
商
カ
ン
ド
ー
の
影
が
つ
き
ま
と
っ
て
い

る
こ
と
だ
け
を
記
す
に
止
め
た
い
。
と
は
書
え
、
そ
の
背
後
に
第

二
次
大
戦
直
後
の
中
東
情
勢
、
第
一
次
・
第
三
次
中
東
戦
争
、
そ

し
て
ヤ
デ
ィ
ン
が
か
つ
て
の
ハ
ガ
ナ
の
参
謀
将
校
と
し
て
そ
の
都

度
の
状
況
判
断
に
お
い
て
勝
れ
て
明
敏
で
あ
っ
た
事
等
を
記
憶
に

留
め
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
今
日
エ
ル
サ

レ
ム
の
写
本
館
に
保
存
・
展
示
さ
れ
て
い
る
巻
物
群
は
、
少
な
く

と
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
有
財
産
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
か
ら
。
さ
て
前
二
項
に
記
し
た
よ
う
な
状
況
を
後
目
に
ヤ

デ
ィ
ン
は
単
独
作
業
を
進
め
、
早
く
も
一
九
七
七
年
置
『
神
殿
の

巻
物
』
を
公
刊
し
た
。
実
は
筆
者
は
七
五
年
か
ら
七
六
年
に
か
け

て
エ
ル
サ
レ
ム
に
い
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
大
著
を
見
る

こ
と
な
く
帰
国
し
た
。
こ
の
時
の
受
け
入
れ
責
任
者
が
当
時
の
ヘ

ブ
ラ
イ
大
学
考
古
学
研
究
所
長
ヤ
デ
ィ
ン
教
授
で
あ
っ
た
の
で
、

筆
者
は
比
較
的
近
し
く
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
辺
の
消
息
は
以
前
本
誌
上
に
も
記
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
差
し

控
え
た
い
。
こ
の
間
ヤ
デ
ィ
ン
の
資
料
独
占
状
態
に
対
す
る
非
難

が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
事
の
経
緯
と
写
本
を

め
ぐ
る
四
囲
の
情
勢
か
ら
、
さ
程
不
当
な
事
と
は
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
後
に
あ
る
国
際
会
議
の
席
上
彼
が
自
ら
の
業
績
に
対
す

る
周
辺
の
評
価
が
冷
た
い
こ
と
に
つ
い
て
不
満
を
述
べ
た
こ
と
を

B
A
R
誌
上
で
読
ん
で
い
さ
さ
か
轟
然
と
し
た
記
憶
が
あ
る
が
、

雰
囲
気
と
し
て
は
分
か
ら
ぬ
で
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
数
年
を
経

て
…
喜
入
三
年
公
刊
の
英
語
版
を
漸
く
入
手
し
た
が
、
そ
れ
は
直

前
ヤ
デ
ィ
ン
先
生
の
通
報
に
接
し
た
ば
か
り
の
時
で
あ
っ
た
。
原

本
を
手
に
入
れ
た
の
は
ず
っ
と
後
、
一
九
九
〇
盛
夏
イ
ラ
ク
の
ク

ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
直
後
の
緊
張
を
は
ら
む
エ
ル
サ
レ
ム
に
赴
き
、
直

接
イ
ス
ラ
エ
ル
発
掘
協
会
へ
行
っ
て
全
三
巻
を
購
入
帰
国
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
後
で
聞
け
ば
こ
の
時
痛
風
大
学
高
橋
正
男
教
授
も

滞
在
中
で
あ
っ
た
由
。
同
氏
は
既
に
早
く
一
九
九
〇
年
七
月
時
事

通
信
社
よ
り
発
刊
の
『
旧
約
聖
書
の
世
界
ー
ア
ブ
ラ
ハ
ム
か
ら

死
海
文
書
ま
で
一
』
に
お
い
て
か
な
り
詳
し
く
「
神
殿
の
巻
物
」

の
紹
介
を
さ
れ
、
さ
ら
に
九
八
年
一
月
講
談
社
か
ら
『
死
海
文
書
駈
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を
出
し
て
、
よ
り
詳
綱
に
内
容
を
紹
介
、
ま
た
濁
協
大
学
研
究
紀

要
に
お
い
て
（
一
九
九
三
年
九
月
）
ヤ
デ
ィ
ン
の
復
原
テ
キ
ス
ト

に
基
づ
く
試
訳
を
発
表
、
筆
者
の
知
る
限
り
本
邦
に
お
け
る
嶺
該

研
究
の
第
一
入
者
と
目
さ
れ
る
。
前
記
『
死
海
文
漁
回
』
は
関
連
諸

問
題
を
網
羅
し
つ
つ
極
め
て
簡
潔
に
要
点
を
整
理
し
た
勝
れ
た
労

作
で
、
凡
百
の
関
連
出
版
物
の
白
眉
で
あ
る
。
省
み
て
筆
者
は
折

角
ヤ
デ
ィ
ン
か
ら
直
接
教
示
を
受
け
な
が
ら
、
徒
ら
に
多
く
の
歳

月
を
無
為
に
過
ご
し
、
今
や
唯
々
後
塵
を
拝
す
る
の
み
で
あ
る
こ

と
を
細
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
ご
く
簡
単
に
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
こ
の
．
項
を

終
わ
る
こ
と
と
し
た
い
。
「
神
殿
の
巻
物
」
と
欝
う
命
名
は
、
そ
の

半
分
近
く
が
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

由
来
す
る
。
巻
物
の
長
さ
は
九
メ
…
ト
ル
近
く
、
全
巻
物
中
最
大

で
あ
る
。
内
容
は
ヤ
デ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
中
期
ヘ
ロ
デ
時
代
を
反
映

し
て
お
り
、
年
代
は
B
C
l
C
な
い
し
A
D
l
C
の
始
め
で
あ
る
。

著
者
は
多
分
ク
ム
ラ
ン
宗
団
の
一
員
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
で
神
は

一
人
称
で
語
り
（
モ
ー
セ
に
対
し
て
）
自
ら
Y
R
W
H
と
表
示
す

る
。
巻
物
の
か
な
り
の
部
分
が
ク
ム
ラ
ン
宗
団
独
自
の
カ
レ
ン

ダ
…
（
エ
ッ
セ
ネ
暦
）
に
よ
る
祭
日
（
過
越
祭
、
願
罪
日
、
仮
庵

等
等
）
に
関
わ
る
犠
牲
や
供
物
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
、
最

も
重
要
な
主
題
は
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
の
プ
ラ
ン
、
そ
れ
も
出
エ
ジ

プ
ト
記
二
五
章
以
下
の
幕
屋
に
つ
い
て
の
指
示
に
基
づ
く
詳
細
な

規
定
で
あ
る
。
極
め
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
戦
争
に
際
し
て
の
王

の
身
辺
護
衛
の
事
と
併
せ
て
段
階
的
な
兵
力
動
員
計
爾
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヤ
デ
ィ
ン
は
こ
れ
に
つ
い
て
一
九
六
七

年
第
三
次
中
東
戦
争
開
始
に
当
た
っ
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
動
員
計

画
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
驚
き
を
以
て
述
べ
て
い
る
。
彼
は
基

本
的
に
こ
の
巻
物
を
「
エ
ッ
セ
ネ
の
ト
ー
ラ
…
」
と
見
な
し
て
い

る
の
だ
が
、
没
後
異
論
も
出
て
い
る
。
陶
磁
は
こ
の
巻
物
の
出
所

で
あ
る
が
、
4
Q
、
1
1
Q
帯
説
あ
り
、
ヤ
デ
ィ
ン
は
明
書
を
避
け

て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。
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